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よるRANKL mRNA、IL-6 mRNA およびPGE2、SP の発現の差異を分子生物学的に検討した。 
 
２．研究方法 
4 週齢の Sprague-Dawley 系雄性ラットの門歯より歯根膜と歯髄組織を採取、培養したのち、第 4、
5継代目の細胞を実験に用いた。PDL細胞は６ウェルプレートにて培養し、実験開始時にメカニカルス
トレスとして 2000rpm/20min の遠心力を与えた。DP細胞は 0.4μm孔の膜を有したセルカルチャーイ




した群も DP 細胞の検討のために対照群とした。ストレス付与後 1、3 日目に定量的 RT-PCR にて PDL
細胞における RANKL mRNAと IL-6 mRNAの発現量を検索し、また、ELISA法にて PDL細胞および DP細
胞における PGE2と SPの発現量を検索した。 
 
３．研究成績および考察 
PDL細胞の RANKL mRNAと IL-6 mRNA発現量では、実験群は対照群と比べ有意に高い値を示し有意差を認
めた(p<0.05)。また、PDL細胞にメカニカルストレスを与え培養した群は他の対照群と比較し３日目に高い
値を示し有意差を認めた(p<0.05)。PDL細胞の RANKL mRNAおよび IL-6 mRNA発現量は、実験群と PDL細胞
にメカニカルストレスを与え培養した群で 1 日目と比べ 3 日目で有意に増加した(p<0.05)。PDL 細胞と DP
細胞の PGE2と SP発現では、実験群は対照群と比べ有意に高い値を示し有意差を認めた(p<0.05)。また、PDL
細胞にメカニカルストレスを与え培養した群も他の対照群と比較し高い値を示し有意差を認めた(p<0.05)。
PDL 細胞と DP 細胞の PGE2発現は、全ての群において 1 日目と比べ 3 日目で有意に減少した(p<0.05)。PDL
細胞の SP発現は、実験群と PDL細胞にメカニカルストレスを与え培養した群のみ 1日目と比べ 3日目で有
意に減少し、DPにおいては全ての群において有意に減少した(p<0.05)。メカニカルストレスにより PDL細
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 結果の要旨       
 







RANKL mRNA、IL-6 mRNA および PGE2、SP の発現の差異を分子生物学的に検討した。その結果、DP
細胞の存在は、メカニカルストレスを付与した PDL 細胞の RANKL mRNA と IL-6 mRNA 発現の増加お
よび PGE2 と SP 発現の増加を示し、DP 細胞が PDL 細胞のメカニカルストレスに対する反応を助長し、
歯根吸収に繋がる破骨細胞分化や炎症を促進する可能性が示唆された。 
 本論文審査は平成 27 年 2 月 3 日に行われ、まず森川泰紀大学院生より論文概要が提示された後、各審
査委員より本論文に対して（1）RANKL および IL-6 の検索法と PGE2 および SP の検索法の違いについ
て（2）各因子の時間的相互関係について（3）実際の根尖の状態と実験デザインについてなどの質疑がな
された。（1）については、PGE2 はその性質上 mRNA レベルでの検索が困難であることから、以前の研究
で使用されている ELISA 法にて検索を行った。各因子は検索したものが mRNA またはタンパク質レベル
での発現である旨を明記した。（2）については、刺激に対する SP および PGE2 の発現速度と RANKL 
mRNA および IL-6 mRNA の発現速度の違いおよび SP および PGE2 の RANKL mRNA および IL-6 
mRNA への修飾作用を考えると各因子の時間的相互関係は十分に考えられる（3）については、歯根膜と
歯髄の位置関係から根尖孔などを介してサイトカインの交通が生じると考えられるが、それらの間には結
合組織の介在もあることから、本実験は細胞間の直接接触のない環境としそれらの細胞間の間接的な影響
を検索していると概ね妥当な解答が得られた。また用語、英文表記、図表の修正等、について多くの指摘
が行われた。 
  論文内容及びその質疑により概ね妥当な回答が得られたことにより、本研究は今後の歯学の進歩、発
展に寄与するところ大であり学位授与に値すると判定した。 
 
